
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２５０１

基盤研究(C)

2014～2012

保護観察中の性犯罪者の性的認知の特徴を踏まえた処遇方法の発展

Assessing cognitive distortions in sexual offenders under probation or parole in 
Japan: An attempt to improve community based treatment

６０３２３３８３研究者番号：

羽間　京子（Hazama, Kyoko）

千葉大学・教育学部・教授

研究期間：

２４５３０８５４

平成 年 月 日現在２７   ５ ２７

円     3,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、保護観察中の性犯罪者の性的認知のゆがみを分析するために、日本の保護観察所
が実施している質問紙を用いた調査と事例研究を行った。保護観察中の性犯罪者と犯罪歴のない一般成人の質問紙への
回答結果の分析の結果、性犯罪者群のほうが、合理化やわい小化などの性的認知のゆがみが大きいことが明らかとなっ
た。また、財産犯との比較から、性犯罪者のほうが性的認知のゆがみが大きいことが示された。
　以上から、本研究は、それぞれの性犯罪者が有する性的認知のゆがみの種類や特徴を踏まえた保護観察処遇の重要性
を指摘した。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the cognitive distortions of sexual offenders on 
probation or parole in Japan to help improve the treatment provided to them. Therefore, this study 
analyzed the data collected utilizing a questionnaire concerning sexual offenses, which was administered 
on the sexual offenders by their probation officers. The authors also conducted case studies of the 
sexual offenders.
 The results of a comparison between the questionnaire responses of sexual offenders under probation or 
parole and control participants revealed that the sexual offenders scored significantly higher than did 
the control participants, especially concerning cognitive distortions such as rationalization and 
minimization of sexual offending. Furthermore, sexual offenders scored significantly higher on cognitive 
distortions concerning sexual offenses than did the general thieves who committed crimes without sexual 
motives.

研究分野：臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、社会の耳目を集める性犯罪事件が散
発し、性犯罪者に対する、刑事施設や保護観
察における適切な専門的処遇の実施が強く
求められている。 
 すでに欧米諸国では、性的認知のゆがみが
性犯罪の発生や反復を促進するとし、性犯罪
者の認知のゆがみに関する多くの研究がな
されてきた。そして、性犯罪者処遇の専門家
は、性的認知のゆがみを修正することが、再
犯防止のために必要であるとの仮説を採用
してきた。 
欧米諸国の先行研究では、質問紙調査によ
る検証の結果、こどもを被害者とする性犯罪
者は、非犯罪者群や他の罪種の犯罪者群より
も、性的認知のゆがみが大きいことが示され
てきている(e.g., Abel et al., 1989)。また、強姦
犯罪者を対象とする数多くの質問紙調査研
究が積み重ねられてきた (Bumby, 1996; 
Feelgood et al., 2005; Feild, 1978; Marolla & 
Scully, 1986; Pervan & Hunter, 2007)。 
 しかし、わが国では、性犯罪者の性的認知
のゆがみに関する実証的な研究は乏しい。田
口ら（2010）が指摘するように、わが国の性
犯罪研究は、“欧米の性犯罪研究に比べ大幅
に遅れているといわざるを得ない”(p.i)。 
 日本の法務省は、欧米諸国と同様に、性犯
罪者の性的認知のゆがみが性犯罪を促進す
るという仮説を採用し、認知行動療法の考え
方に基づいた性犯罪者処遇プログラムを開
発した。ここでいう性的認知のゆがみとは、
性犯罪に関する“否認・わい小化・合理化・
正当化”（法務省、2006）を指す。たとえば、
全国の保護観察所では、2006年 9月 1日以降
に受理した成人の刑事施設仮釈放者（以下、
仮釈放者）及び保護観察付執行猶予者を対象
に、性犯罪者処遇プログラムが開始され、す
でに 5年以上が経過した。 
 我々研究チームは、ある保護観察所の所長
の許可を受け、2006年 7月 1日から 2007年
12 月末日までに同保護観察所で受理した性
犯罪者（以下、性犯罪者群）を対象とした質
問紙調査（以下、性犯罪質問紙）の結果を、
インフォームド・コンセントが得られた犯罪
歴のない一般成人（以下、一般群）の回答結
果と比較した (Katsuta & Hazama, 2011)。その
結果、性犯罪者群は、一般群に比し、性的認
知のゆがみが有意に認められることを明ら
かにした。ただし、この研究では、第一に、
性犯罪者群をサブグループに分け比較検討
するに十分な回答者数が確保できておらず、
第二に、性犯罪歴のない犯罪者の性的認知に
ゆがみがあるかどうかについての調査がな
されていなかった。 
 性犯罪者処遇の充実強化のためには、その
性的認知のゆがみに関する実証研究の更な
る実施が急務と言える。 

 
２．研究の目的 
 我々は、法務省の許可を得て、保護観察所

が性犯罪者（仮釈放者または保護観察付執行
猶予者。重度の精神障害者、日本語を解さな
い者を除く）を対象に実施している性犯罪質
問紙調査の結果を得ることと、性犯罪歴のな
い成人の保護観察対象者を対象にした質問
紙調査の実施が可能となった。そこで、本研
究では、これらの調査データと、我々がすで
に有する一般群の性犯罪質問紙調査結果を
比較分析し、性犯罪者の性的認知のゆがみの
有無とその内容を精査することとした。この
ような研究の結果を踏まえ、再犯予防のため
に、性犯罪者に対する保護観察処遇の発展を
図ることが、本研究の最大の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、法務省スタッフの研究
協力・連携のもとで、 
 
(1) 保護観察処遇の充実に関する議論の前提
として、仮釈放と執行猶予制度の相違を理論
的に考察した。 
 
(2) 性犯罪者の性的認知のゆがみの概念に関
する先行研究を検討し、これまでなされてき
た議論を整理するとともに問題点を抽出し
た。 
 
(3) 保護観察所の性犯罪者処遇プログラムの
対象となる性犯罪者が、性犯罪者処遇プログ
ラムの導入段階で回答する性犯罪質問紙の
回答結果を得て、我々がすでに有している一
般群の性犯罪質問紙調査の結果と比較分析
した。また、性犯罪者の回答結果を、被害者
がこどもか大人かなどによってサブグルー
プに分け、比較検討を加えた。 
 
(4) ある保護観察所の保護観察下にある、性
犯罪歴を有しない犯罪者を対象に、我々が
Katsuta & Hazama (2011) の結果を踏まえて
作成した犯罪一般に関する質問紙（性犯罪に
関する質問を含む）による調査を実施した。
その結果を上記 (3) の性犯罪者群並びに一
般群のデータと比較分析した。 
 
(5) 保護観察官が保護観察実施中に評価した
静的リスク（犯罪歴等固定的な要因を評価）
や動的リスク（性的認知のゆがみなど、変動
する要因を評価）の得点と、保護観察開始か
ら 3年後の再犯の有無に関するデータを入手
し、これらのリスク得点と再犯との関係につ
いて分析を加えた。さらに、事例研究を行っ
た。 
 
(6) 性犯罪者処遇プログラムを含めた、保護
観察における専門的処遇プログラムの効果測
定のあり方を、先行研究を踏まえて検討した。 
 
以上の (1) から (5) の研究成果をもとに、性
犯罪者に対する保護観察処遇の留意点を具
体的に考察するとともに、上記の (6) の結果



も踏まえ、今後の課題を論じた。 
 
４．研究成果 
(1) 本研究の対象となる性犯罪者は、仮釈放
者と保護観察付執行猶予者からなる。しかし、
仮釈放と保護観察付執行猶予制度の相違に
ついては、これまでほとんど論じられてこな
かった。保護観察処遇論を展開するための理
論的基盤として、刑罰の基本原理である応報
的原理と教育的原理に基づいて、仮釈放と保
護観察付執行猶予制度の相違を考察した。保
護観察付執行猶予の制度は、仮釈放の制度に
比して教育的原理がより重視されているこ
とを指摘した上で、保護観察付執行猶予に関
する法律の条文解釈や制度の運用において
も、教育的原理について、より留意すべきで
あることを論じた。 
 
(2) 上記のとおり、西欧諸国では、性的認知
のゆがみに関して多くの先行研究がなされ
てきた。しかし、性的認知のゆがみの概念に
ついては、一定のコンセンサスが得られてい
るとはいえない。加えて、日本においては、
先行研究を整理して論考した研究はなされ
ていない。そこで、性的認知のゆがみに関す
る先行研究を調査し、議論の整理を行った。
その結果、①性的認知のゆがみの概念が多様
であること（たとえば、犯罪を支持する態度、
事後的正当化など）、②質問紙調査には認知
のゆがみの背景にある構造（たとえば，女性
への不信）を明らかにできないなどの限界が
あるとの指摘もなされていること、③強姦犯
罪者は、対人的暴力に肯定的／支持的であり､
女性や女性に対する暴力に関する態度が暴
力犯罪者に類似していると論じられている 
(Marolla & Scully, 1986) ことなどが明らかに
なった。 
 さらに、これらの先行研究においては、性
犯罪者の性的認知のゆがみは、犯罪行動の正
当化などと定義されている。そして、前述の
とおり、性的認知のゆがみが性犯罪の発生や
反復を促進し、これを修正することが再犯防
止のために必要であるとされてきている。し
かし、たとえば、Maruna (2001) は、元犯罪
者に対する面接調査の結果を分析した結果、
従来、改善更生を妨げると考えられていた犯
罪の言い訳や正当化には、更生促進的な側面
があると指摘した。なぜならば、犯罪者の更
生のためには、「本当は､自分は良い人間であ
る」というビリーフを確立することが重要で
あり、そのためには、犯罪の言い訳や正当化
をすることが必要となる側面があるからで
あると Maruna (2001) は論じた。Hanson & 
Morton-Bourgon (2005) も、性犯罪者だとラベ
ルを張られることへの抵抗は、再犯リスクと
関係がないことを明らかにした。そして、彼
らは、犯罪をわい小化する犯罪者は少なくと
もその性犯罪が悪いとは言っている、と述べ
た。こうした指摘を踏まえるなら、性犯罪者
の性的認知のゆがみを示す言動を単純に犯

罪誘発的とみなすのではなく、その目的や機
能を慎重に吟味していく必要がある。 
 
(3) 法務省保護観察所長の許可を受けて、同
所長の保護観察下にある性犯罪者（刑事処分
としての保護観察を受けている成人）が処遇
過程で回答する性犯罪質問紙のデータ約 280
件（被害者が大人である者、こどもである者
からなる）を収集した。これらのデータを、
一般群の性犯罪質問紙回答結果 64 件と比較
したところ、被害者が大人である性犯罪者群
も、被害者がこどもである性犯罪者群も、一
般群に比し、合理化やわい小化などの性的認
知のゆがみが有意に認められることが明ら
かとなった。ただし、本研究における性犯罪
者群の平均得点は、欧米諸国の先行研究と同
様に  (e.g., Feelgood et al., 2005; Pervan & 
Hunter, 2007)、質問紙の得点の中央値よりも
低かった。 
 
(4) 法務省保護観察所長の許可ならびに千葉
大学教育学部生命倫理審査委員会による承
認を受けて、同保護観察所長の保護観察下に
あり、インフォームド・コンセントが得られ
た財産犯（以下、財産犯群）を対象に、性犯
罪を含む犯罪一般についての質問紙調査を
行い、60件のデータを収集した。性犯罪者群
と財産犯群を比較した結果、性犯罪者群の性
的認知のゆがみが有意に大きいことが明ら
かとなった。 
 
(5) 保護観察官が保護観察実施中に評価した
静的リスクや動的リスクの得点と、保護観察
開始から 3 年後の再犯の有無に関して、約
2,000 件のデータを収集し分析を加えた。そ
の結果、静的リスク得点は再犯と関係してい
ることが明らかとなった。動的リスク得点と
再犯との間には、有意な関係がみられなかっ
た。ただし、事例研究の結果も踏まえ、動的
リスクの評価には一時性や状況依存性によ
る限界があることを考慮する必要があると
確認された。 
 
(6) 性犯罪者処遇プログラムを含めた、保護
観察における専門的処遇プログラムの効果測
定のあり方を、先行研究を踏まえて検討した。
その結果、①従属変数は、再犯の有無とすべ
きこと、②独立変数は、保護観察の専門的処
遇プログラム対象者の動機づけの程度、保護
観察官－保護観察対象者の関係、そして、認
知行動療法プログラムとなることを指摘した。 
 
 以上の研究成果を踏まえ、保護観察処遇の
発展につながる知見をまとめるなら、大きく、
次の 2点が指摘できる。 
① 日本の保護観察所で使用されている質
問紙による調査結果から、保護観察中の日本
の性犯罪者は、犯罪歴のない一般成人に比し､
性的認知のゆがみが大きいことが明らかに
なった。また、本研究の結果、保護観察中の



性犯罪者は、財産犯よりも性的認知のゆがみ
が大きいことが示された。同時に、性犯罪者
の性的認知のゆがみに関する理論研究から
は、性犯罪者の性的認知のゆがみの概念の多
様性、性的認知のゆがみを測定する質問紙調
査が有する一定の限界、性的認知のゆがみと
再犯の関係については慎重な検討が求めら
れることが指摘された。以上から、保護観察
官は、性犯罪者の保護観察処遇に当たっては、
性的認知のゆがみを測定する質問紙の限界
を意識しつつ、まず、性犯罪者の性的認知の
ゆがみの存在に留意する必要があろう。また、
保護観察対象者の質問紙への回答結果の得
点が低い場合であっても、回答結果を丁寧に
検討することが求められるだろう。それとと
もに、性的認知のゆがみと認定されるような
性犯罪者の言動を単純に犯罪促進的だとみ
なすのでなく、個々の事例に即して、その機
能を慎重に検討していく必要があろう。 
② また、性犯罪者の犯罪歴等固定的な要因
を評価する静的リスク得点は、再犯リスクの
高さを示していることが明らかになった。し
たがって、保護観察官は、性犯罪者の性的認
知のゆがみとともに、静的リスク得点を重視
しながら、保護観察処遇を実施することが肝
要であろう。 
 
 わが国において、性犯罪者の性的認知に関
する実証的研究が乏しい中で、保護観察中の
性犯罪者が合理化やわい小化などの性的認
知のゆがみを有していることを明らかにし
た本研究の意義は大きい。 
今後は、性的認知のゆがみと再犯リスクの
関連についての研究が求められる。さらに、
性犯罪者処遇において、保護観察対象者の動
機付けや、保護観察官と保護観察対象者の関
係性を変数に加えた効果検証を実施してい
く必要があるだろう。 
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